
病気を追い出し、元気な子に.ゲ� 

ν、， 

節 分

立春の前日の夕暮れ、柊の枝に

鰯の頭をさしたものを戸口に立て、

鬼打豆と称して妙った大豆をまく

などの習慣があるo

この行事を通じ、子供Tこちには

自分の中の病気や弱虫、泣き虫な

どの悪い虫を追い出し、強い子に

育ってもらいたい。� 

⑩⑧⑨ 
⑨⑧ 	

(世講数) 2.008戸 (人口)男 3.590人女 3.872人言十 7.462人 (平成5年12月末日現在)

(出生)男2 女 1計3 死亡)男 1女2 計3 転入)男6 女3 計9 転出)男6 女5 計11

広報かつうら2月号第284号平成6年� 2月� 1日発行編集と発行勝浦町総務課� TEL (08854)2-2511 (代)FAX2-3028 
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町
民
の
生
命
や
財
産
、

| 
私
た
ち
が
守
り
ま
す 

日
本
消
防
協
会
特
周
年
記
念
表
彰

.
特
年
特
別
表
彰

平
成
六
年
勝
浦
町
消
防
団
出
初
式
が
一
月

谷

永

美

(

本

十
五
日
(
土
)
、
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

勇
壮
に
行
わ
れ
、
永
年
消
防
活
動
に
携
わ
れ

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

-
功
績
章

西

野 -R-R お
め
で
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
す

女
徳
島
県
知
事
表
彰


美

馬

晴

幸
 菊義 道

雄 

(第
二
分
団 
)

博 

(第
九
分
団
)

男 

(本
(第
二
分
団
) 

-R



団 団

-
精
績
章

福

良

猛 

(第

一
分
団 
)

橋

本

幸 

(第
三
分
団 
)

吉

田

二

(
第
四
分
間
)

中

西

人 

(第
八
分
団
)

福

田

弘
(
第
九
分
団
) 

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

細

谷

義

信 

(第

一
分
団
)

宮

床

精

二

(
第
二
分
団
)

村

上

靖

治 

(第
三
分
団 
)

中

西

勝

争一
(
第
四
分
団
)

山

田

敏

信 

(第
五
分
団
)

高

井

清

治 

(第
六
分
団
)

尾

山

繁

和 

(第
七
分
団
)

岡

本

俊

雄 

(第
八
分
団
)

岩

佐

博

之 

(第
九
分
団
)

伊

丹

真

悟

(機

動

隊

) 

明茂丈茂

-R

五轟偽�  

L・魁歯


止...~週・・2竺司II: .-:...=l

¥J 

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

久

保

達

也

中

岡

由

光

藤

野

真

寒

山

博

之

郡

和

重

西

利

行

出

昌

伸

福

嘉

久

竹

幸

松

幸 
I本 村野葉谷

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

.
功
績
章

生

家

宮

本

重

回� 

(第

一
分
団
)

(第
二
分
団
)

一
(
第
三
分
団
)

(第
四
分
団
)

(第
五
分
団
)

(第
六
分
団
)

(第
七
分
団
)

(第
八
分
団
)

(第
九
分
団
)

(機

動

隊 
) 
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団

長

あ

い

さ

つ

勝
浦
町
消
防
団
団
長

平
成
六
年
の
輝
し
き
新
春
を
迎

え
恒
例
の
勝
浦
町
消
防
団
出
初
式

に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
並
び
に
消

防
団
員
の
諸
君
に
心
か
ら
お
よ
ろ

こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返

っ
て
見
ま
す
と
、
昨
年

は
住
宅
火
災
が
三
件
発
生
し
、
ま
た
、

谷

君く

美

台
風
の
来
襲
も
度
重
な
り
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
消
防
団
員
は
も
と

よ
り
、
地
域
住
民
の
ご
協
力
と
ご

活
躍
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
度

に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
て
、
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

女
勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状一

分
団
)

(第
一
分
団
)

一
分
団
)

相

和

(

第

二

分

団

)
一
分
団
)

橋

幸

(

第

三

分

団

)

山

正

(

第

三

分

団

)

津

雄

(

第

五

分

団

)

高

治

(

第

六

分

団

)

堤

則

�

 

(第
六
分
団
)

滝

樹

�

 

(第
六
分
団
)

作

利

�

 

(第
六
分
団
)

尾

和

�

 

(第
七
分
団
)

出

伸

�

 

(第
七
分
団
)

清

徳

(

第

七

分

団

)

水葉山本花 日本

好昌繁達秀義清勝 茂公栄詔

福

良

猛

(

第

根

木

功

池

谷

好

(

第

佐

藤

作

(

第

次
の
方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

ヂド

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が
入

団
さ
れ
ま
し
た
。

i
j
p
i
-
-
t
t
i
-
-
J

私
達
消
防
団
員
の
使
命
は
地
域

町

松宮中茂

下本村村

喜
代
治
�
 (第
九
分
団
)

博
�
 (第
九
分
団
)

和
(
機
動
隊
)

義

米森山小山森美杉

川 岡口谷田 馬本

満腎�  泰雅 j告義道

泰
(
第
一
分
団
)

卓
�
 (第

一
分
団
〕

一
(
第
一
分
団
)

彦
(
第

一
分
団
)

広
(
第
二
分
団
)

茂
�
 (第
三
分
団
)

一
(
第
三
分
団
)

之
�
 (第
五
分
団
)

山松湯樋麻大岩山大青福

田本浅本木西本西森木井

忠
(
第
七
分
団
)

住
民
の
生
命
並
び
に
身
体
財
産
を

一

災
害
か
ら
守
り
、
以
て
社
会
の
福

叩

祉
に
貢
献
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
出
初
式
を
契
機
に
更
に
決

意
を
新
た
に
し
、
町
民
の
皆
様
方

の
ご
期
待
と
信
頼
に
こ
た
え
る
べ

く
な
お
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
町
民
皆
様
方
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

固

秀敏 一 酉

章
(
第
七
分
団
)

亮
(
第
七
分
団
)

市
(
第
七
分
団
)

明
(
第
九
分
団
)

樹
(
第
九
分
団
)

徹
(
機
動
隊
)

達
矢
(
第
六
分
団
)

康
明
(
第
六
分
団
)

健
樹
(
第
六
分
団
)

豊
治
(
第
六
分
団
)

多
加
志
(
第
七
分
団
)

-・
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回 

力
作
が
ず
ら
り
グ

勝
浦
町
芸
術
祭
�
 

文
化
意
識
の
高
揚
に
と
、
第
十
九

回
勝
浦
町
芸
術
祭
が

一
月
十
五
日
か

ら
十
六
日
ま
で
、
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
と
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
工
芸
な

ど
の
美
術
作
品
、
俳
句
、

短
歌
な
ど

の
文
芸
作
品
、
生
花
お
よ
び
リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
ま

た
、

ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
、
国
体
写
真
コ
ー
ナ
ー
、
婦

人
会
の
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
し
た
。

ご
あ
い
さ
つ


勝浦町議会議長

西 漬 勝 己

こ
の
た
び
十
二
月
定
例
議
会
に
お

き
ま
し
て
、
不
出
同
私
は
か
ら
ず
も
二

度
目
の
勝
浦
町
議
会
議
長
に
議
員
全

員
の
ご
推
薦
に
よ
り
就
任
い
た
し
ま

今
、
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
な
が

ら
経
済
の
低
成
長
と
長
び
く
不
況、

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
町
村
を

と
り
ま
く
環
境
は
、
い
よ
い
よ
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
勝
浦
町
議
会

平
成
五
年
十
二
月
議
会
定
例
会
に

議
会
運
営
委
員
会


お
い
て
、
委
員
会
構
成
が
一
部
変
更

委

員

井

出

幸

夫


変
更
な
っ
た
構
成
は
、

勝
浦
川
整
備
促
進
委
員
会

り
で
す
。
�
 

と
い
た
し
ま
し
で
も
「
住
ん
で
よ
く

訪
れ
て
よ
い
ま
ち
阿
波
勝
浦
」
を
め

ざ
し
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
懸
案
事

項
の
山
積
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
つ

つ
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
決
意
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
円
満
な
る
議
会
運

営
に
努
め
、
重
責
を
全
う
す
る
決
意

で
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
、
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
な
お
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭

撞
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

委
員
会
構
成
の
一
部
変
更
並
び
に

づ国F 
ZコE

産
業
建
設
常
任
委
員
会

V
委

員

長

井

出 議
会
選
出
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
�
 
…

次
の
と
お

委

員

長

井

出

幸

夫

副

委

員

長

蔀

源

一

�

 

源 幸

V
勝
浦
町
議
会
選
出
監
査
委
員
に
、

宮
本
久
治
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

一

副

委

員

長

蔀

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第19回　勝浦町芸術祭



ぅ
。
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
正
し
く
受
け

止
め
、

美
に
感
銘
す
る
こ
と
に
よ

っ

て
今
の
自
己
か
ら

一
歩
な
り
と
も
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
感
動
や
感
銘
の
美
酒
は
、

心
な
き
も
の
に
は
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
読
書
に
よ
り
多
く
の
こ
と
を

学
び
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
物
に
触
れ

そ
の
物
が
も
っ
美
の
本
質
に
陶
酔
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
か
け
が
え
の
な

い
人
生
を
有
意
義
に
豊
か
に
送
る
た

新
し
い
ビ
デ
オ

・
�
 
が
入
り
ま

め
、
図
書
館
の
ご
利
用
を
心
よ
り
、

お
勧
め
し
た
い
。

は
館
内
で
視
聴
で
き
ま
す
。

L
D

L
D

回
冒
自
国
  
b
a
m
ψ

開
館
以
来
の

記
録
的

日

貸
出
二
五
二
冊

返
却
二
二
九
冊

。
新
春
を
寿
ぐ
松
の
緑
も
濃
き

一
月

五
日
、
開
館
以
来
の
記
録
的
利
用
者

に
、
終
日
職
員
は
嬉
し
い
悲
鳴
に
明

け
暮
れ
た
。
一

般

・
高
校
生
七
十
二

名
、
小
・
中
学
生
五
十
八
名
、
幼
児

二
十

一
名
、
計

一
五

一
名
が
来
館
し
、

小
説
・
随
筆

・
評
論

・
漫
画

・
絵
本

な
ど
を
借
り
出
し
て
行
く
。
読
書
離

れ
を
案
じ
て
学
校
の
図
書
室
に
も
漫

画
を
置
い
て
は
と
文
部
省
も
苦
汁
し

て
い
る
今
日
、
図
書
利
用
者
が
日
増

し
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
頼

し
い
限
り
で
あ
る
。

昨
年
末
か
ら
愛
読
さ
れ
て
い
る
も

の
は
、
宮
尾
登
美
子
著
「
蔵
」
上
・下

ム
ズ
の
「
マ
デ
ィ

ソ
ン
郡
の
橋
」
な
ど
は
予
約
で
大
変

な
人
気
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
柴
門

ふ
み
の
「
あ
す
な
ろ
白
書
」
「
同
級
生
」

さ
く
ら
も
も
こ
の
「
ち
び
ま
る
子
ち

ゃ
ん
」
武
田
鉄
矢
の
「
お
ー
い
竜
馬
」

臼
井
儀
人
の
「
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ

ん
」
な
ど
は
中
学
生
を
核
と
し
て
根

強
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。

文
部
省
は
読
書
離
れ
の

一
因
と
し

て
高
校
生
の
読
書
層
が
薄
い
の
は
、

大
学
進
学
に
よ
る
も
の
だ
と
言
っ
て

い
る
。
確
か
に
高
校
で
は
部
活
動
や

進
学
準
備
の
た
め
に
ゆ

っ
く
り
小
説

を
読
む
時
間
も
な
い
の
が
実
状
で
あ

る
。
し
か
し
、
か
け
が
え
の
な
い
人

生
を
豊
か
に
送
る
た
め
多
く
の
こ
と

を
学
び
知
る
事
も
大
切
な
こ
と
と
思

う
。
か

つ
て
修
学
旅
行
で
箱
根
の
彫

刻
の
森
に
行

っ
た
折
、
深
い
感
動
も

感
銘
も
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
貴
重

な
時
間
と
無
駄
な
入
場
料
を
払
っ
た

こ
と
を
想
う
と
、
無
知
、
無
能
な
自

分
を
恥
ず
か
し
く
思
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
無
知
な
物
に
は
興
味
も
関
心
も

湧
か
な
い
。
ま
し
て
感
動
な
ど
生
じ

る
は
ず
も
な
い
。
豊
か
な
人
生
は
、

い
か
に
多
く
の
物
に
感
銘
で
き
た
か

と
い
う
感
銘
の
多
少
に
あ
る
と
思
う
。

感
動
を
投
げ
か
け
る
素
材
は
美
術
館
、

博
物
館
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
の
風

景
や
人
の

一
寸
し
た
振
舞
い
に
至
る

ま
で
無
限
に
我
々
の
周
囲
に
は
存
在

す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
を

受
け
入
れ
る
心
の
有
無
に
あ
る
だ
ろ
�
 

'

よ
り
真
に
素
晴
ら
し
い
作
品
が
百
点

余
り
陳
列
さ
れ
見
る
人
々
を
驚
か
さ

せ
た
。
平
成
五
年
六
月
よ
り
始
め
ら

れ
僅
か
六

ヶ
月
で
あ
の
よ
う
な
力
作

が
で
き
る
と
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ

な
い
程
で
あ
り
、
次
回
の
陶
芸
展
が

多
い
に
期
待
さ
れ
る
。

ス
タ
�
 ウ
ォ

ズ

l

l

フ
ッ
ク

ダ
ン
ス
ウ
イ
ズ
ウ
ル
ブ
ズ

シ
�
 オ
ブ
ラ
ブ

l
レ
ッ
ド
オ
ク
ト
!
パ
�
 を
追
加
え

l

ア

ユ

の

友

釣

り

他

部

巻

L
D
 

ビ
デ
オ
紹
介

魔
女
の
宅
急
便

お
も
ひ
で
ぽ
ろ
ぽ
ろ

老
人
�
 
Z

ド
ラ
え
も
ん
シ
リ
ー
ズ
�
 

一
一
月
の
行
事
と

休
館
日

-R -R



1-m日

土
曜
子
ど
も
映
画
会

5
日

・
ロ
日

・
日
日

・
初
日

内
容
は
お
た
の
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

9
日
・
お
日

し
た
。
多
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�
 

児
童
用

美
女
と
野
獣

グ
リ
ム
名
作
劇
場

か
え
る
と
王
女
他

ウ
ル
ト
ラ
マ

ン

け
ろ
け
ろ
け
ろ

っ
ぴ

ポ
パ
イ
&
サ
ン

{
1
'
ワ
�
 

1
i

t

パ
ン
ピ

陶
ヨ士
宮~

展

昨
年
末
よ
り
郷
土
資
料
室
に
展
示

さ
れ
た
作
品
は
、
先
生
の
ご
指
導
に
�
 

他
倒
巻

一
般
用

h
F
目
を
み
は
る
陶
芸
展

.聾盤.
 
l川!酢伊


女
休
館
日

.7
日
�
 
日

・
幻
日
�
 

-
H

l
ゲ
�
 ム
の
達
人
�
 
、，1
・
〈
�
 

市
E
A

q
U

l

ロ
パ
�
 
ト
ジ
ェ
�
 l

血児童周新着ビデオ

10 
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二月の行事と休館日



そ
の

も
し
、
白
い
杖
を
つ
い
て
い
る
人

を
見
た
ら
、
人
は
ど
う
思
う
だ
ろ
う

か
。誰

も
が
、
そ
の
人
が
目
が
見
え
な

い
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
気
づ
い

た
ら
、
そ
の
次
は
何
を
す
る
の
か
。

同
情
し
て
終
わ
る
だ
け
で
は
何
に
も

な
ら
ず
、
そ
の
人
の
た
め
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

か
砕
し春

休
み
の
終
わ
り
ご
ろ
の
出
来
事


だ
っ
た
。
私
の
乗
っ
て
い
る
車
両
へ


小
さ
な
女
の
子
が
乗

っ
て
き
た
。
そ


の
子
が
つ
い
て
い
る
白
い
杖
が
目
に


入
っ
た
瞬
間
�
 (あ

っ
目
の
見
え
な
い


子
だ
)
と
気
づ
き
、
そ
の
時
か
ら
私


は
そ
の
子
の
こ
と
が
気
に
な

っ
て
気


に
な

っ
て
し
ょ
う
が
な
か

っ
た
。
出


発
時
間
に
近
く
な

っ
て
、
人
が
ど
ん


ど
ん
乗
り
こ
ん
で
く
る
中
で
、


苦長 37


ご〉

J、、

子
は
必
死
に
手
す
り
に
つ
か
ま

っ
て

い
る
よ
う
だ

つ
た
。
私
は
そ
の
姿
を

見
る
ま
で
、
彼
女
自
身
、
心
の
中
で

大
き
な

『不
安
』
を
か
か
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
そ
の
時
か
ら
の
私
は
も

う
そ
の
子
を
心
配
す
る
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
に
な
り
、
目
が
離
せ
ら
れ
な

く
な
っ
た
。

と
う
と
う
そ
の
子
は
向
か
い
側
の

扉
の
と
こ
ろ
に
い
る
私
の
前
ま
で
押

し
流
さ
れ
て
き
た
。
大
人
た
ち
は
、

自
分
が
乗
る
た
め
に
や
た
ら
と
人
を

押
す
の
だ
。
私
以
外
、
誰

一
人
そ
の

子
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う

に
感
じ
た
。

「
手
す
り
、
こ
こ
に
あ
る
よ
」

私
は
そ
の
子
に
そ

っ
と
教
え
た
。
ち

ょ
っ
と
緊
張
し
た
上
で
の
言
葉
だ
っ

た
。
そ
の
子
は
ふ
り
返

っ
て
、
に

つ
�
 

笑
っ
て
く
れ
た
の
は
確
か
で
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。

「
友
達
」
に
な
れ
た
よ
う
な
気
が

し
た
。

停
車
駅
に
着
き
、
そ
の
子
は
降
り

よ
う
と
し
て
い
る
み
た
い
だ

っ
た
。

「
こ
こ
で
降
り
る
の
?
」
と
聞
い
た
ら
、

た
て
に
三
回
も
う
な
ず
い
た
の
で
、

私
も
あ
せ

っ
て
き
た
。
で
も
、
扉
付

近
の
大
人
た
ち
は
大
笑
い
し
な
が
ら

会
話
を
し
て
い
て
一
向
に
気
が
つ
か

な
い
。
会
話
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る

の
だ
。

(
ど
う
し
て
分
か
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

気
が
つ
い
て
よ
/
)
私
は
自
分
が
降

り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
気
持

ち
だ
っ
た
。
私
は
そ
の
子
を
、

「友

達
」
を
助
け
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
降
ろ
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
後
で
注
目
を
浴

び
る
の
は
目
に
見
え
て
い
る
。
で
も

l

そ
ん
な
こ
と
言

っ
て
ら
れ
な
い
。
A
7


私
が
で
き
る
こ
と
グ


も
う
何
が
何
だ
か
わ
け
が
わ
か
ら


な
く
な

っ
た
ま
ま
私
は
大
声
で
言
っ


た。

「
す
い
ま
せ
ん
/
・

あ
け
て
く
だ
さ

い/・」う
る
さ
か
っ
た
車
両
の
中
が
い
っ

き
に
シ
�
 ン
と
静
ま
り
か
え
っ
た
。

聞
か
れ
た
通
路
を
使
っ
て
私
は
そ
の

子
を
急
い
で
降
ろ
し
た
。
ギ
リ
ギ
リ

で
間
に
あ
っ
た
。

(
よ
か
っ
た
・:
)
と
思
う
と
同
時
に
、

私
は
予
期
し
て
い
た
と
お
り
の
注
目

を
パ
ン
パ
ン
に
浴
び
て
い
た
。
想
像

以
上
だ
っ
た
。
恥
ず
か
し
く
て
、
い

や
で
い
や
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
で

も、(自
分
は
い
い
こ
と
を
し
た
の
だ
か

ら
:
・
)
と
何
度
も
自
分
に
言
い
き
か

せ
た
。私

に
と

っ
て
す
ご
く
満
足
感
の
残

る
出
来
事
だ
っ
た
。
私
は
彼
女
の
力

に
な
れ
た
。
あ
の
時
、
ど
れ
だ
け
の

勇
気
を
出
し
た
か
わ
か
ら
な
い
。

「
人
権
を
尊
重
す
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
人
の
生
き
る
た
め
の
権
利
を
大

事
に
す
る
と
い
う
こ
と
。

こ
れ
は
自
分
の
権
利
だ
け
で
な
く

他
人
の
権
利
に
つ
い
て
も
大
事
な
こ

」

体
の
不
自
由
な
人
や
大
き
な
悩
み

を
か
か
え
て
い
る
人
に
対
し
て
、
同

情
す
る
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。
そ
の
人
の
権
利
を
尊
重
す
る
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
最
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
お
互
い
に
権
利
を
尊
重
す
る

こ
と
は
お
互
い
が
幸
せ
に
生
き
て
い

く
こ
と
に
結
び
つ
く
の
だ
。

も
し
、
私
が
あ
の
目
、
大
声
を
出

し
て
い
な
け
れ
ば
、
電
車
に
乗

っ
て

Lい
た
人
全
員
で
彼
女
の
権
利
を
侵
し

O
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
・
・
・。

こ
り
と
笑
っ
た
。
私
の
顔
か
ら
は
ち

ょ
っ
と
、
ず
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
私
に

に d

昨
年
も
私
は
こ
の
よ
う
な
立
場
に

お
か
れ
た
時
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ

の
時
、
同
情
で
ス
ト

ッ
プ
し
て
し
ま

い
、
自
分
の
や
れ
ば
で
き
た
こ
と
を

し
な
く
て
、
心
が
重
く
な
る
ほ
ど
後

悔
を
し
た
。
だ
か
ら
だ
と
思
う
。
自

分
の
力
を
出
し
切
れ
た
の
は
:
・
。

人
間
同
士
、
支
え
合

っ
て
成
り
立

つ
温
か
い
社
会
を
い
つ
も
頭
に
入
れ

て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
人
聞
社
会

の
中
の
一
人
と
し
て
今
後
も
努
力
し

・4こ
3・
0

1
9

L
V

''



「
人
権
の
尊
重
」
と
い
う
こ
と
ば


の
意
味
を
よ
く
考
え
な
が
ら
・
:
。


(
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
文
集
か
ら
)
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沼

江

駒

津

光

洋

茜
空
大
い
な
る
陽
の
沈
み
け
り

雲
は
ら
い
山
械
い
年
新
ら
た
な
る

生

名

滝

口

松

月

大
初
日
遠
嶺
は
白
き
も
の
光
る

下
蔚
え
る
杓
か
ら
水
の
落
ち
ど
こ
ろ

沼
江
中
井
清
三
郎

一
齢
を
加
へ
て
初
日
拝
し
け
り

新
館
の
部
屋
の
隅
ま
で
初
日
光
げ

l

淡
雪
の
肩
に
消
え
行
く
ゲ 

ト
場

-

俳

句

芝
枯
れ
し
庭
鮮
や
か
に
実
千
両

描
の
手
が
そ
っ
と
土
寄
す
ね
ぎ
畑

坂

本

美

馬

直

枝

還
ら
ざ
る
歳
月
遠
し
冬
の
虹

吹
き
だ
ま
る
枯
葉
ふ
た
た
び
風
に
舞

ふ

生

名

丸

山

香

月

初
諸
白
き
う
つ
わ
の
お
神
酒
受
く

早
や
三
日
雲
よ
り
聞
こ
ゆ
ジ
ェ
ッ
ト

音

生

名

石

田

白

萩

闘
病
す
友
の
情
よ
冬
温
し

空
白
の
刻
の
移
ろ
い
日
向
ぽ
こ

生

名

小

西

典

子

春
嫁
ぐ
末
っ
娘
い
と
し
淋
し
と
も

生

名

倉

橋

テ

ル

切
り

三
月
五
日
締
切

り

川

柳

一
人
一
旬

あ
て
先

あ 短詩

て 歌の
先 ー� 

- ιー� 
中
角

p 事 俳み
句ちつ

れ
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二人明人人ス
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一
輪
ほ
こ
ろ
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ま
ま
に
初
日
影

横

瀬
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尻

松

雄

記
念
に
と
北
山
杉
を
買
い
に
け
り

菊
人
形
着
せ
替
え
中
の
も
な
か
に
あ

り

横

瀬

日

下

智

世

子

盆
栽
の
梅
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ふ
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む
床
の
間
で

駅
伝
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選
手
励
ま
す
松
の
内

横

瀬

錦

内

常

一

宛

先

横

瀬

中

田

ヤ

ス

エ

一
一
月
五
日
締
切

り

短

歌

一
人
一
首

年
越
の
そ
ば
を
祝
う
て
初
詣

冷
め
た
さ
の
身
に
さ
し
と
ほ
す
冬
の

月

棚

野

谷

新

太

郎

杉
葉
焚
く
香
り
や
温
し
冬
木
立

俳
誌
来
て
遂
に
半
日
日
向
ぽ
こ

寒
中
も
日
課
と
あ
ら
ば
歩
か
ね
ば

沼

江

斎

藤

重

子

孫
は
早
成
人
式
に
に
こ
に
こ
と

自
由
化
で
原
料
み
か
ん
切
り
捨
て
る

締

T
E
L

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

l
二 

四
五
八
三

農村環境改善センターから 


原 料
むき実� 

約23k日
4つ割にする。

砂 糖� 0-10同 好みにより調節

添加物 クエン酸外
農協及び各薬局に� l斗当りの分量

をセ ットで販売しています。� 

l升ぴん� 10 本 砂糖の入り具合により12本位必要� 

繍 要

1釜で一度に 5斗まで加工でき、料金は1，030円

(この中に持汁及びびんの殺菌を含む)です。

お隣りの方やお友達と共同でなさ ったら、コス

トが安くあがるし時間も早くできてお得です。

また、先輩山内選手とのエピソードにまつわる常に目標(大きい)

をもって努力したこと、さらに自分には厳しく処し 、人に思いやり

を持:って接;した、たとえばピッチャーのミスで、デッドボールを受けた

時など痛くても痛くないようなポーズをとって一塁へ進み、相手の

ミスをせめてその立場を無くするよりか、デッドボールを与えれば

バッターは一塁へ進むことができるペナルティもあるし、また自分も

プロだから球をよく見ておればよけられるはずだと思っているとい

う。野球をとおして人聞を磨く姿、講演会場に到着して控室に入る

前に、ー青年の質問に対して忙しい時間をさいて長時間アドバイスを

したり、夕食の時間をさいてまで少年野球のメンバー全員に何十枚

もの色紙を書いて励ますなど、その真撃な姿に心うたれた一人です。� 

1時間半の講演でしたが、時間を感じさせない本当によいお話でした。

録音をとってありますので、ご家庭でまた、職場でお聴きになり

衣笠祥雄氏の講演を聴いて
去る12月8日に開催された勝浦町文化講演会において、元広島東

洋カープの選手、現毎日放送の野球解説者衣笠祥雄氏の講演を聞く

機会を得、プロ-野球界の鉄人といわれ、国民栄誉賞を受賞されたこ

とを、氏の講演を聴いて、なるほどとうなづかされました。

中学に入ってから始めた野球に甲子園出場の目標をもち、そのた

めにはどうすべきかを考え、京都に生まれ育った味は、当時平安高

校へ入ることが一番の近道と考え、担任の先生から無理だといわれ

ながらも� 1日6時間猛勉強をして入試をクリアした話、高校の野球

部に入って200人の部員の中からレギュラ -9人の内に残るための練

習にかけた時間、努力、執念を講演の中にかいま見て感動させられる

と共に、一人っ子でありながらここまで指導し、鍛え育てられたご

両親に敬意をいだきました。

ユースの

みかんジュースの加工はもうお済みでし

ょうか。センターでは大勢の方が毎年この

時期にジュースの加工をなさっております。

ご希望の方は電話でお申し込みください。

ジュース� 1斗� (1.8R詰10本分)に要する

原料および経費は下記のとおりです。

なお始めて加工してみようと思う方、原

料みかんをお手持ちでない方は改善センタ

ーにごキ目言炎ください。

(ジュース l斗当り)

たい方はお貸しいたしますのでお申し出ください。 電話� 2-3300番

回

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
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次回作品募集
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年末 ・年始の

交通安全運動

づ
か
な
か

っ
た
こ
と
が
、
い
つ
く
か

で
で
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
交
通
事

故
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

貴
家
庭
で
の
話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

子
供
の
交
通
安
全

-
子
供
の
交
通
事
故
で
多
い
の
は
、

と
び
出
し
と
車
の
直
前

・
直
後
の

横
断

二
家
の
近
く
の
危
険
な
場
所

-
登
下
校
ど
き
の
危
険
、
正
し
い
道

路
の
横
断
の
し
か
た

-R



l

-

-
危
険
な
遊
び
ゃ
安
全
な
遊
び
場

高
齢
者
の
交
通
安
全

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
で
多
い
の
は
、

近
年
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
し
、
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て

す
。
交
通
事
故
の
な
い
明
る
く
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

歩
行
中
と
自
転
車
乗
車
中

-
交
通
量
の
増
加
、
交
通
環
境
の
変

化
・
交
通
ル 

ル

・
お
酒
を
飲
ん
で
の
歩
行
の
危
険
、

飲
酒
運
転
の
禁
止

-
外
出
す
る
と
き
の
服
装
、
夕
暮
れ

や
夜
間
の
外
出
時
の
注
意

か
わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
を
入
れ
て
配

nJ

れ~。

宇
品 

I
U

坂
本
小
学
校
で
は
今
年
で
、
三
十


年
余
り
事
故
が
な
い
だ
け
に
、
母
の


会
を
中
心
に
し
て
と
び
出
し
ゃ
雨
降


り
、
凍
結
等
に
よ
る
事
故
防
止
を
は

か
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
毎
月
五
日
、
母
の
会
で
は
、

安
全
登
校
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
ゆ
ず
り
合
う
心
」

を
合
い
言
葉
に
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
息
の
長
い
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

場
、
小
学
校
職
員
と
母
の
会
の
皆
様

方
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に

安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
安
全
運
転
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
「
ご
く
ろ

う
さ
ま
」
と
い

っ
て
く
だ
さ
い
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
確
認
、
仕
事
に
急
が

れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
は
、
児

童
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
交
通
安
全

を
願
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ
れ
に
、 

-日 時 2月� 25日樹

午前9時から午後4時まで

-場 所 小松島中央会館

-相談員 藤本 :と 
10
t
コ� 

交

通

安

全

は

家

庭

か

ら


家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

・
家
族
が
そ
ろ

っ
た
食
事
ど
き

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

家
族
み
ん
な
で
遊
び
に
出
か
け
た

家

庭

と

い

う

の

は

、

子

供

か

ら

大

と

き

人
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
人
た

・
子
供
と
買
物
に
出
か
け
た
と
き

ち
の
集
ま
り
で
あ
る
と
同
時
に
歩
行
な
ど
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ

者
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
や
自
動
車
の
と
で
も
気
軽
に
し
ま
し
ょ
う
。

運
転
者
な
ど
交
通
安
全
を
考
え
る
上
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
が
進
行
係

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
の
に
な
っ
て

集
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

な
ぜ
、
交
通
事
故
が
起
こ
る
の
か

家
族
が
集
ま
る
機
会
を
利
用
し
て

・ -
ど
の
よ
う
な
場
所
が
危
険
な
の
か

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
安
全
に

・
ど
う
す
れ
ば
交
通
事
故
を
防
ぐ
こ

過
ご
す
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
と
が
で
き
る
の
か

の
か
家
族
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
具
体
的
に
家
族
の
皆
さ
ん
に
聞
い

れ
の
立
場
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
か
け
る
形
で
話
し
あ
い
、
今
ま
で
気

交
通
事
故
の
ご
相
談
は

お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い

相
談
セ
ン
タ
ー
へ

(
無
料
)

交
通
事
故
相
談

社
団
法
人

日
本
損
害
保
険
協
会

い
社
会
、
家
庭
を
築
く
た
め
に
は
、

|

|
{
家
族
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
考
え
よ
う
|

|

坂
本
小
学
校
の

児
童
並
び
に
交
通

安
全
母
の
会
で
、

去
る
十
二
月
十
三

日
に
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。

坂
本
駐
在
所
前

に
は
、
小
松
島
警

察
署
の
方
、
町
内

の
警
察
官
、
町
役

山

崎

正

母
の
会
が
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

坂
本
小
学
校
教
頭

話
し
合
い
は

¥~  

¥J (交通事故相談日 〉� 小松島市環境衛生センターから

お願

人体及び火葬炉を損傷するおそれ

がありますので、寝棺のなかへつぎ

のような物品は入れないようご協力

ください。

1. ドライアイス、スプレー、ライ

タ一、ガラス類及びその他の危

険物� 

2.金属類等不燃物、ピ、ニール類等

高熱を発するもの� 

3.発煙、発臭等、公害発生のおそ

れのあるもの� 

4.その他、作業に困難なもの

徳
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

徳
島
市
西
船
場
町

明
治
生
命
徳
島
ピ
ル 
6
階

電
話 

八
八
六
|
二
二
|
五
二
七
九 

-
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な

っ
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す


-
相
談
日


月
曜
か
ら
金
曜
午
前
九
後
半

1


午
後
四
時
四
十
分


-
弁
護
士
相
談
日


毎
月
第
一
・
三
水
曜
日


午
後
一
時

1
四
時


⑨
電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す

O

l
l
u

回� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



~、、

r--

L_ー一一一一ー一一一一一ーー---->-

4

F

t

l

1

3

0

、


。
 
。

。


、

i
A

一x
1
J

司一

一

巳

判
」

O 

理母 


-人槽の区分による補助金額(別表)

人槽区分 補助金額�  

5 人槽�  309，000円� 

6~ 7 人槽 463，000円� 

8~ 1 0人槽 824，000円� 

11 ~20人槽 1，854，000円� 

2 1 ~30人槽 3，296，000円� 

3 1 ~50人槽 4，326，000円� 

浄
化
槽
は
正
し
い
維
持
管
理
を
ノ


ー
浄
化
槽
を
使
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ー

て
水
は
き
ち
ん
と
流
し
て
く
だ

週
一

-目、

。
�
 

合併処理浄化槽の

補助制度について

五
、
浄
化
槽
の
上
に
も
の

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

洗
浄
水
量
は、

一
日

一
人
に

つ

き
約
印
�
 が
目
や
す
で
す
。
使
用

の
都
度
き
ち
ん
と
流
す
よ
う
に
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

二
、
便
器
の
掃
除
は
ぬ
る
ま
湯
で

行
い
、
塩
酸
等
の
劇
薬
や
洗
浄

剤
、
洗
剤
等
は
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

便
器
を
掃
除
す
る
と
き
、
洗
浄

剤
、
洗
剤
等
を
使
い
ま
す
と
、
浄

化
槽
内
の
大
切
な
微
生
物
が
死
ん

で
し
ま
い
ま
す
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
�
 パ

ー
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
聞
紙
、
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
、


紙
お
む
つ
な
ど
の
異
物
は
絶
対
に


流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。


四
、
各
装
置
の
電
源
は
勝

生
活
環
境
の
改
善
と
水
質
浄
化
を

図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
に
つ
い
て

人
槽
の
区
分
ご
と
に
限
度
額
が
あ

り
ま
す
。
人
槽
の
区
分
に
よ
る
補
助

金
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

合
併
浄
化
槽
の
は
た
ら
き

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
し
原
と
生

活
雑
排
水
(
台
所
や
風
呂
場
か
ら
の

排
水
)
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に

し
て
水
路
に
流
し
ま
す
。

平
成
六
年
度
に
・
お
い
て
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一
一
月
二
十
五
日
制
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
家
を
新
築
さ
れ
る

方
、
水
洗
便
所
に
改
善
を
予
定
さ
れ

る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
に

つ
い
て
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ

せ
は
、
環
境
衛
生
課
�
 (宮
二
|
二
五

一
一
)
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

③
野
犬
が
住
み
つ
い
て
い
た
り

子
犬
を
生
ん
で
い
る
場
所
を
ご
存


知
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
ご
連


絡
く
だ
さ
い

④	

補
か
く
器
の
借
し
出
し
を
行
つ


て
い
ま
す

ご
希
望
の
方
は
、
あ


ら
か
じ
め
電
話
し
て
取
り
に
お
越


し
く
だ
さ
い

な
お
、
犬
に
関
す
る
ご
意
見

お


問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

(二 
|
二
五

一
一
�
 

)
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

申

し

込

み

独唱 号電
 
る
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
設

，
じ
�
 

六
、
浄
化
槽
の
上
に
建
造
物
を
つ

く
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

最
近
は
土
地
の
高
層
利
用
化
の

傾
向
か
ら
、
通
路
の
下
、
車
庫
の

、

辿
�
 

下
、
斜
面
、
地
下
室
な
ど
に
設
置
す

一
づ
『
〓
泊
三

置
に
は
後
の
保
守
点
検
、
汚
泥
引

抜
き
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

七
、
通
気
装
置
は
ふ
さ
が
な
い
で

く
だ
さ
い
。

と
く
に
腐
敗
タ
ン
ク
方
式
の
浄

化
槽
は
、
自
然
通
気
し
て
お
り
ま

す
の
で
空
気
の
出
入
り
を
ふ
さ
が

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

八
、
消
毒
薬
が
切
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

消
毒
薬
は
定
期
的
に
補
給
し
、

切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

九
、
故
障
や
異
常
が
発
生

づ今場
 
-

犬
に
追
い
か
け
ら
れ
た
り
、
か
み

一
折

、

わ

〆

/

っ
か
れ
た
り
し
て
被
害
を
受
け
て
い

二

込

京

る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
飼

一
ーパパ� 1

仁

¥

い
犬
が
人
に
か
み
つ
き
、
被
害
を
与

-
(

}

え
た
場
合
に
は
、

飼
い
主
の
責
任
と
�
 

.

i
l
l
J

官
つ

な
り
ま
す
。
犬
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ

い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犬
は
つ
な
い
で
飼
う
。
散
歩
も

つ
な
い
で
行
う
。

②

ょ

く

し
し

ま

正

い

�

 

手
に
切
ら
な
い
で
く
だ

00噌.司・-<><><・-00

U

4

十
品
目
問

川

』

犬
を
捨
て
な
い
。
飼
い
犬
が
不

し
た
場
合
は
、
直
ち
に

保
守
点
検
業
者
に
連
絡

し
処
置
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

要
と
な

っ
た
場
合
や
小
犬
が
生
ま

れ
飼
え
な
い
場
合
は
、
毎
月
広
報

で
・
お
知
ら
せ
し
て
い
る
買
い
上
げ

」
ノ

'iv
、

さ
い
。
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税に関する作文シリーズ� ② 

税� J¥ の 思

勝浦中学校� 3年 木 章 生

そ
の
お
金
も
ま
た
、
国
民
が
納
め
た
税
金
で
す
。
税

金
が
、
公
共
施
設
な
ど
に
使
わ
れ
、
大
変
役
に
立
っ

て
い
る
の
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
も
い
つ
も
消
費
税
を
払
っ
て
い
る
け
ど
そ
の

見
方
を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

国
民
の
義
務
で
あ
る
納
税
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ

か
ら
の
世
の
中
の
日
本
を
支
え
る
為
に
と
て
も
重
要

な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。
今
、
豊

か
な
生
活
が
で
き
て
い
る
の
は
税
金
の
お
か
げ
で
す
。

税
金
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、 

の
生
活
が
成
り
立
っ
て

い
て
、
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
の
で
す
。

大
人
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
税
を
納
め
る
こ
と
に

な
る
け
れ
ど
、 

は
税
金
で
つ
く
ら
れ
た
学
校
の
も

の
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
物
を
大
切
に
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

税
金
が
な
く
な

っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
私


た
ち
を
守

っ
て
い
る
す
べ
て
の
物
が
な
く
な
り
ま
す
。


今
、
税
金
を
払
っ
て
い
る
働
い
て
い
る
人
た
ち
に

感
謝
し
て
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
新
し

く
生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
の
た
め
に
も
、
す
な
お

に
き
ち
ん
と
払
い
た
い
で
す
。

A
7

A
7

廃
車
手
続
き
は

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

軽
自
動
車
税
は
四
月
一
日
現
在
所

有
の
軽
自
動
車
(
原
付
自
転
車
等
を

含
む
)
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
廃
車

し
た
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車
の
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
ず
っ
と
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、
譲

っ
た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
、
同
様
の
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

二

一
五
∞
以
下
の
原
付
自

転
車
は
、

町
役
場
で
手
続
き
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
軽
四
輪
車
は
、
軽
自
動


車
協
会
、
二
一
五
∞
を
超
え
る
二
輪


車
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島
陸
運
支
局


で
な
け
れ
ば
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん


の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


不
明
な
点
は
、
町
役
場
税
務
保
険

課

(
宮
二
|
二
五
一
三
)
、
軽
自
動
車

協

会

(
宮 

八
八
六
|
コ
二
|
六
六

七
五
)
ま
た
は
、
四
国
運
輸
局
徳
島

陸
運
支
局
(
宮 

八
八
六
|
コ
二 

|

四
八
八
二
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

O


O


僕
は
今
ま
で
税
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
中
学
校
三

年
生
に
な

っ
て
、
夏
休
み
の
宿
題
に
は
税
に

関
す
る
作
文
が
あ
る
の
で
、
僕
は
初
め
て
税

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

税
と
い
う
も
の
は
国
民
の
義
務
だ
け
ど
、

人
々
の
生
活
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て

仕
事
し
た
お
金
は
と
ら
れ
る
し
、
消
費
税
が

で
き
た
時
も
子
供
ま
で
税
を
と
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
し
ま
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
ん
な

に
し
て
ま
で
払
う
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
考
え
た

あ
と
は
、
や

っ
ぱ
り
税
は
大
切
な
も
の
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。

私
た
ち
が
今
、
学
校
に
行
っ
て
教
科
書
で
勉
強
で
き

て
い
る
の
も
税
の
お
か
げ
で
す
。
そ
の
他
み
ん
な
の

生
活
に
関
す
る
こ
と
も
み
ん
な
税
の
お
か
げ
で
す
。

税
は
私
た
ち
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

歴
史
で
な
ら
っ
た
昔
の
税
は
、
幕
府
が
た
だ
人
々

か
ら
米
を
と
り
あ
げ
た
だ
け
で
、
人
々
は
毎
日
苦
し

ん
で
い
た
の
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
税
金
は
国

に
取
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
も
と
へ
ち

が
う
物
に
変
わ
っ
て
も
ど

っ
て
き
ま
す
。
税
金
は
、

み
ん
な
の
生
活
に
負
担
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
み

ん
な
の
生
活
の
支
え
と
な

っ
て

い
る
の
で
す
。

私
た
ち
の
学
校
の
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
室
や
、
そ
の
ま

わ
り
の
新
し
い
も
の
は
、
去
年
に
工
事
さ
れ
た
も
の

で
す
。
新
し
く
な

っ
た
と
き
は
、
た
だ
き
れ
い
に
な

っ
た
と
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
の

工
事
に
は
何
千
万
と
い
う
お
金
が
払
わ
れ
ま
し
た
。

回
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平成� 6年度住民税申告受付

及び所得税納税相談日程表
住
民
税
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は

自
ら
の
正
し
い
記
帳
に
基
づ
い
て
、

一
年
間
の
所
得
を
計
算
し
適
正
な
申

告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た

申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
金
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
正
し

く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

-
期
間

い
る
人

給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円
を

住
民
税
所
得
税
の
確
定
申
告
は


超
え
る
人
。

給
与
を
二
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

•正
し
く
期
限
内
に
グ 

O O

t器 所� 

勝浦町役場�  

該当地区月日� (11握日) 時間� 

2月16日(水) 棚野、立川 ( 2階第� 1.2会議室)� 

2月17日(木) 久 国 ク� 

。2月18日幽 生 名

2月21日(月) 坂 本 坂本集会所�  

イン 勝浦郡農協坂本事業所2月22日例
午� 

農村環境改善センタ2月23日(水) 与 川内 白可

イシ� 2月25日幽� 九

日寺

f黄 瀬

2月28日(月) 中山集会所�  

3月� 1日ω 星 谷

中 山

星谷集会所�  
午

3月3日(木) 黒 岩� 勝浦、会館f麦

四 農村婦人の家中 角3月4日幽

日寺
ρ7、 山� 今山集会所�  

3月8日伏) 山西、掛谷

3月� 7日(月)� 

勝浦郡農協生比奈支所� 

3月10日(木) 沼江、石原 石原集会所�  

勝浦町役場3月14日(月) 全 町 ( 2階第l、2会議室)� 

イシ。j(火日15月3

制徳島税務署から納税相談について、

呼び出しを受けている方は、� 2月16日

(水)、2月17日(木)、� 2月18日幽に勝浦町

役場� 2階会議室で申告納税相談を行い

ますので指定された日時を確認のうえ、

必ず申告してください。

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
。 

2
月
刊
日 
1
3
月
市
日

年
末
調
整
で
扶
養
控
除
や
配
偶
者

「申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
」

。
一
般
の
人
の
場
合

平
成
五
年
中
に
事
業
所
得
、
給
与

所
得
、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
(
年

金
等
)
及
び
譲
渡
所
得
(
土
地
、
建

物
を
売

っ
た
場
合
)
な
ど
の
所
得
が

あ
る
人
。

。
給
与
所
得
場
合

給
与
所
得
者
の
内
年
末
調
整
を
行

な
っ
た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税
が
完

了
し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の

人
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

O O

~、

給
与
所
得
者
で
も
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
特
別
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

「申
告
に
必
要
な
も
の
」

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証
拠

書
類
、
給
与
及
び
公
的
年
金
等
支
払

報
告
書
、
生
命
保
険
料
及
び
損
害
保

険
料
払
込
証
明
書
、
医
療
費
支
払
領

収
書
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
書
類
。

た
人
。

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

特
別
控
除
を
誤
っ
て
申
告
し
て
い

4-技 術 講 習 ~ 開 催 要 領� 
-講習科目	 POP広告 -講習時間 午前� 9: 30~午後 3 : 30 

・講習期間	 平成 6 年 2 月 9 日 ~3 月 10 日の聞に21 ・講習内容 別紙のとおり

日間 ・開催場所� 徳島市昭和町� 8-27-20 

- 講習日 	 徳島職業能力開発促進センター

(ポ リテ クセンタ一徳島)� 

月 火� 7Jて 木 金� 

2月� / / 9 10 / 

14 15 16 17 18 

21 22 23 24 25 

28 / / / / 

3月� / 2 3 4 

7 8 9 10 / 

-定員

・受講資格

・受講料

・教材費

・申込先�  

-申込期間

・その他

2 0名

就業を希望する女性

無料

材料費等実費

徳島県女性職業センター

徳島市中昭和町� 1-2 


(総合福祉センター� 1F) 


宮� (0886) 54-0121 


平成 6 年 2 月	 2 日 ~2 月 4 日

詳細は、徳島県女性職業センターにお

但し、 日程に若干の変更があります。	 問い合わせください。� 
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回

2月の健康行事 お問い合わせは保健婦・へ

日� H翠 内 ，宅t与手， 女ず 象 者 時 間 場 所
持参する

もの他�  

2 中唐 尿 病 華文 室 糖尿病(疑を含む)の方� 9:30~15:00 
農村環境改善

センター�  
健康手帳

3 木 健 康教室、健康相談 自主 の 方� 

9 : 00~II :30 坂本集会所 イシ� 

13 : 30~16:00 横瀬集会所 。� 

9 コレステロール教室 高コレステロールの方� 9:30~15 : 00 
農村環境改善

センター�  
。

10 木 健康教室 、健 康相 談 自生 の 方� 

9 : 00~ 1l :30 生名センター 。� 

13 :30~16 :00 棚野集会所 。

健 康 中目 き口夕水、に 一 般 の 方� 10:00~ll: 30 勝浦会館 。� 

16 水� 
百日咳、ジフテリア、破傷風

=種混合予防接種

2~4 歳未満の子

第� 1期・…1か月毎に� 3回

第 2期…・第� 1期終了後� 

12~18か月後に 1 回f妾種 

13:30~14:30 

農村環境改善

センター�  

母子手帳

問 診票

17 木 健康教室 、健 康相 談 一 自主� σ〉 方� 

9 : 00~ 1l :30 掛谷集会所 健康手帳� 

13 : 30~16 :00 
今山ふれあい

千人マ� j荒 官官
。

23 
徳島市健康づくり推進員と

勝浦町 愛 育 班 員 交 流 会
愛 育 班 員� 13 : 30~15:30 

住民福祉�  

センター�  

24木 手L 児 健 康 三ロp人， 査� 
H5.6.1~12.31 までに生 

まれた子� 
13 : 30~14 : 30 勝浦病院 母子手帳

25 J五¥ 1歳� 6か 月 児 健 康 診 査 �  
H 4.6. 1 ~8.31 までに生 

まれた子
13 :30~14 :00 勝浦病院

母子手帳

問 診票
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お
や
つ
と
虫
歯
に

つ
い
て 

お
や
つ

は
食
事
の
一
部
分

子
供
の
食
事
は
か
ら
だ
の
健
康
を

注意しましょう。 ---ーづ主

子
ど
も
の
や
け
ど

¥--"，..〆2こ乙ノ ⑤おやつをご機嫌とりの交漁条� 

④なるべく自然の昧や色を
いかしたものを与えましょ
う。甘すぎるものやみるか
らに篇色されたものは避け 重量hましょう。

歯
の
表
面
に
こ
び
り
つ
く
食
べ
か
す

(
歯
垢
)
の
中
で
菌
が
ふ
え
る
の
で
、

歯
み
が
き
で
と
り
除
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ
て

簿
く
表
面
の
エ
ナ
メ
ル
質
が

一
度
虫

歯
に
な
る
と
進
行
が
早
く
、
気
が
付

け
ば
何
本
も
虫
歯
に
な

っ
て
い
る
と

い
う
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
又 

ρ

乳
歯
が
虫
歯
に
な

っ
て
も
は
え
変

わ
る
か
ら 

ま
す
が
乳
歯
が
虫

歯
の
場
合
は
、
永

久
歯
が
す
で
に
虫

歯
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

む
し
ば
の
な
い

健
康
な
歯
づ
く
り

の
た
め
に
、
次
の

三
要
素
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

ハミガキにより
口腔内の清潔

。
や
け
ど
を
し
た
ら
ま
ず
、
で
き
る

だ
け
早
く
清
潔
な
流
水
で
加
分
程
度

と
言
わ
れ
る
人
が
あ
り

応
急
手
当 

。
水
ぶ
く
れ
;
ー
破
れ
る
と
細
菌
が
感

染
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
破
ら
な

い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
水
ぶ
く
れ
が
で
き
た
り
、
赤
く
な

っ
て
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
程
度
で
も
、

や
け
ど
の
範
囲
が
大
き
い
と
、

シ

ョ
ッ
ク
状
態
に
な

っ
た
り
、
生
命

に
か
か
わ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
は
、
か
ら
だ
の
表
面
積
の
叩

%
以
上
に
お
よ
ぶ
や
け
ど
は
重
症

と
な
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
受
診
し

宇
品

1
レ
レ 

「ノ
。

貧
民
間
療
法
(
チ
ン
ク
油
、
大
根
お

ろ
し
な
ど
)
は
不
潔
に
な

っ
た
り
、

後
の
処
置
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
や
め
て
お
き

ま
し
ょ
・
フ
。

からだの表面積の割合

刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
て
、
冷

や
し
て
く
だ
さ
い
。

探
究
心
の
旺
盛
な
子
ど
も
は
、
手

こ
ろ
ま
で
に
は
初
本
は
え
そ
ろ
い
ま

す
。
歯
の
役
割
は
、
①
食
物
を
か
み

く
だ
き
、
消
化
吸
収
を
よ
く
す
る
②

発
音
を
正
し
く
す
る
③
顔
か
た
ち
を

整
え
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
歯

が
虫
歯
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と

が
正
常
に
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
又

健
康
も
守
れ
な
く
な
り
ま
す
。
親
子

で
虫
歯
予
防
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

虫
歯
の
原
因
・
:
虫
歯
は
、
だ
れ
の
口

あ
た
り
し
だ
い
物
を
つ
か
ん
だ
り
、

さ
わ
っ
た
り
し
ま
す
。
寒
い
時
期
に

は
ス
ト
ー
ブ
、
コ
タ
ツ
、
な
ベ
、
や

か
ん
な
ど
と
い
っ
た
熱
い
も
の
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
、
や
け
ど
を
す

る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

と
に
幼
児
の
や
け
ど
は
、
成
人
に
な

っ
て
も
十
分
に
治
ら
ず
後
遺
症
を
残

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
子

ど
も
に
対
し
て
の
や
け
ど
は
注
意
し

宇
品 

ぽ誌� 
:~~~t;j ， 

(;fi;~~ 


l

保
つ
分
と
成
長
す
る
分
を
含
め
て
栄


養
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。


し
か
し
、
胃
や
腸
は
ま
だ
ま
だ
小
さ


く
、
一
度
に
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ


こ
で
、
一
日
の
食
事
を
四
1
五
回
に


分
け
て
、

三
度
の
食
事
で
と
れ
な
か


っ
た
栄
養
を
、
午
前
、
午
後
で
補
う


の
が
本
来
の
お
や

つ
で
す
。
又
食
べ


物
で
注
意
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い


の
が
虫
歯
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
二


つ
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

の
中
に
も
い
る
ミ

ュ 

。
冷
や
し
て
い
る
あ
い
だ
に
、
や
け

ど
の
広
さ
、
強
さ
な
ど
を
観
察
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

。
衣
服
を
ぬ
が
せ
る
時 

衣
服
が
く

っ
つ
い
て
ぬ
が
せ
に
く
い
時
は
、
無

理
に
は
が
さ
な
い
よ
う
に
し
、
十
分

冷
や
し
て
か
ら
、
と
り
の
ぞ
く
か、

i

ハ
サ
ミ
な
ど
で
切
り
開
い
て
、
や
け

ょ
う
。ノ

1
u

ど
の
部
分
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
し

て
ぬ
が
せ
ま
し
ょ
う
。

。
や
け
ど
を
し
た
と
こ
ろ
は
、
清
潔

〉
に
し
ま
し
ょ
う
。
細
菌
が
感
染
す
る

M
Lと
、
化
膿
し
て
治
り
に
く
く
な
り
、

文
、
治

つ
で
も
ひ
き
つ
れ
な
ど
の
あ

と
が
残

っ
た
り
し
ま
す
の
で
十
分
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

タ
ン
ス
菌
、

原
因
で
す
。
こ
の
菌
は
食
べ
物
の
中 が

乳
歯
は
虫
歯
に
な
り
や
す
い

H

り
、
こ
の
酸
が
歯
の
表
面
に
穴
を
あ

け
て
、
虫
歯
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

の
砂
糖
分
を
酸
に
か
え
る
性
質
が
あ

H

乳
歯
は
個
人
差
が
あ
り
、
二
歳
半

おやつを与えるときの注意� 
①� 1日の栄養のバランス ②時聞を決めて。だらだら ③阜、ず食べる分量を確
の中で与え、三度の食事 食いは次の食事に影醤し、� Uしておきましよう
とあわせて考えましょう。 虫歯の原因にもなります。� 

問 曾� ⑤ ⑦ ⑮ 
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税金の納付が滞っている方は早急に納入してください。

〔� 1人はみんなのために、みんなは� 1人のために 】l
国保は、加入者� 1人ひとりがみんな平等に医療を

受けられ、平等に負担するのが大原則ですから、保

険税を未納のままにしておく人がいると、他の加入

者との公平を欠くばかりか、国保制度そのものが成

り立たなくなってしまいます。

もし� 1人でも保険税を支払わない人がいると� 

¥ / 

7・例えば、� 5万円の医療費を
， みんなで負担する場合� 

-5人では、� 
y 

→� 5万円+5人=1万円
 

， I 
-4人では、(1人保険税を払わない人がいる場合)

→� 5万円+4人=1万� 2干� 5百円� 

¥/ 

医療費を支払う� 4人の� 1人当たりの負担額が、
 
2干� 5百円多くなるばかりでなく、まったく

払わない人が� 1人いるため不公平になります。


このように、� 1人の保険税はみんなのためにあリ、

同時に国保制度は� 1人ひとりのためにあります。こ

の、いわば“助け合い"の精神をもった国保を守る

ためにも、私たち� 1人ひとりがきちんと保険税を納

めなくてはならないのです。

‘ 
マ� P ~ 

b 

平成 5年中における所得の申

告受付が� 2月16日から� 3月15固

まで行われます。

平成� 6年度の保険税を決める

大切な申告ですから必ず済ませ

ましょう� O 

保険税の納税義務者は世帯主

国保では世帯の� 1人ひと

りが被保険者ですが、保険

税の納税義務者は世帯王で

す。 これは、世帯主が国保

の被保険者でない場合も同

じです。

回
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MUS04
テキストボックス
国保と医療費
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圃
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圏
直


勝
浦
コ
ー
ス
に
沸
く

優

勝


新
春
の
阿
波
路
を
爽
や
か
に
駆
け

抜
け
る
恒
例
の
徳
島
駅
伝
大
会
が
、

一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
例
年
に
な

い
好
天
の
下
、
記
念
大
会
に
ふ
さ
わ

し
い
数
々
の
名
場
面
を
残
し
て
三
日

間
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

総
合
成
績
は
十
二
位
と
上
位
進
出

は
成
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
健
闘

の
勝
浦
郡
チ
ー
ム
は
敢
闘
賞
を
受
賞

し
、
数
々
の
話
題
で
注
目
を
あ
び
る

な
ど
中
身
の
濃
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

今
回
は
五
年
ぶ
り
に
勝
浦
コ 

ス

一

が
採
用
さ
れ
、
横
瀬
小
学
校
前
を
再

一

ス
タ
ー
ト
し
、
中
角
の
中
継
点
を
経

一

て
徳
島
市
に
至
る
問
、
沿
道
各
所
は

一

仁

¥
ち
〈
い

民
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
ぜ

A
7

『

l
と 

p

一 …

JM

T

Z

J

)

会

会

U
U

h
渇
匂
川

'可
p

μ
剥、
 

品

峨

前

例

制

閣
勝

姶

奈

勝

、ぎらせせの川

か

浦

ん

)

康

勝浦川マラソン大会
十

く
の

康


春

健


早

い

期

集

参

種

参


・

-

-

-

--参加料

一

、
gam-h

fS


一

仇

一一

¥
ノ

…

¥
バ
〆

~
む

，

i

一
泊 

一一
衰江 

/
也

十

ノ

t、
¥ ，--、』

畑 

の
選
手
役
員
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

一

‘

大
会
に
お
い
て
大
会
長
か
ら

永
年
表
彰

高
木
宏
幸
、
神
子
善
紀

門…
松高 

府
γ
酔

a6
A
-T

押
栗
義
衛

個
人
敢
闘
賞

柳
田
敏
文

ま
た
、
郡
陸
協
後
援
会
長
か
ら
次

の
町
内
選
手
に
各
賞
が
、
選
手
全
員

に
奨
励
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

柳
田
敏
文

優

秀

賞

石

木

正

昭

・

押

栗

義
衛

山
平
里
美

努

力

賞

石
田
早
人
・
小
野
克
己

敢

闘

賞

谷

寛

樹

新

人

賞

山
平
和
也

応
援
す
る
町
民
の
方
々
で
沸
き
返
り
、

一

選
手
は
声
援
を
背
に
素
晴
ら
し
い
走

一

り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

一

今
大
会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ 

…

い
ま
し
た
後
援
会
の
方
々
を
は
じ
め
、

一

各
中
継
点
で
の
ご
協
力
、
ま
た
沿
道

各
所
で
ご
声
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
町

楽

を

で

ら

ン

定

わ

れ

と

員

協

、

なが

刊

ソ

予
ド

ラ

う

ん

引

の

育

き

決

ン

マ

行

せ

士

送

教

酬

両

グ

て

ご

ま

問

者

勝
浦
ク
ラ
ブ

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
県
大
会

県
牡
年
選
抜
小
松
島
大
会

去
る
十
一
月
二
十
八
日
、
阿
波
球

場
に
て
行
わ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

県
大
会
、
及
び
十
二
月
十
二
日
、
小

松
島
市
営
球
場
に
て
行
わ
れ
た
県
選

抜
小
松
島
大
会
に
お
い
て
、
本
町
の

四
十
歳
以
止
の
野
球
好
き
メ
ン
バ
ー
、

勝
浦
ク
ラ
ブ
は
投
・
打
に
大
活
躍
し
、

今
年
四
回
目
の
優
勝
を
な
し
と
げ
ま

。

?
u
h
~

0
1
こ

委

椅

松

一

郎

同
校

上

上

上

し

凶

か

訂

護

い

対

比

上

時

山

字

以

以

以

用

刊

中

生

歳

歳

使 

。

'

も

細

川

保

さ

国

針

生

・

会

会

ヤ

料

は

だ

久

品

会

会

議

議

。
守

浦

入

学 

ω
ω
)
を

れ

れ

イ

無

下

く

字

加

協

員

協

協

寸

勝

な

中

・

・ 

ス

悼

タ

下

以

み

大

競

全

委

進

進

h

K

l
M J

リ

以

生

込

町

上

安

育

推

推

1

1
コ

食

ば

生

学

し

南

陸

通

教

町

町

j

5

M

M

・
下

下

回

一

勝

せ

同

国

健

生

以 

浴

し

リ

町

走

ス

ス

ス

ソ

加

給

悪

円

ま

勝

ト

冷

ラ

・

運

運

に

を

仁

浦

完

一

一

一

ラ 

1 

0
が

∞

分

り

有

勝

ス

コ

コ

コ

マ

も

す

調
M

、
ま

日

久

る

学

歳

拠

必

回

文

土

れ

校

小

申

阪

て

み

ほ

字

き

小

ぬ

却

(

凋 

な

高

(

に

郡

日

新

び

て

干

大

で

ン 

水

く

で

浦

寸

咋

ブ

勝

動

動

J

I
J

郡
一 

K

K

K

ル

固

ま

体

を

づ

戚

浦

コ

3

5

m

フ 

い

し

力

平

勝

各

①

②

③

④

行

す

大

差

体

〉

滞

波

浦

と

と

日

、

日

所

格

目

込

合

加

加

場

資

申

A
7

ρ2 
。
人

込先

勝

阿

勝

新

新

徳

(
徳
島
駅
伝
勝
浦
郡
選
手
団
)

第� 14岡

野
球
は
勝
浦
グ
そ
ん
な
言
葉
が

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
体
の
後
、

ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
な
か
で
、
ふ
る
さ

と
の
生
き
た
活
力
を
生
み
出
す
た
め

今
後
も
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
も
の
で

ふ

9

。 

交

町

浦

券

・
浦

勝

上

倒

づ

切

ク

町

民

民

社

日

必

↑

枇

友

勝

県

県

司

4

ト

邸

は

走

上

ま

ま

医

月

打

開

主

浦

・
し

し

新 

3
〒

告

制

勝

町

く

く

一

喜S

申〈

主催
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O

-
募
集
人
員

l

i

P
K
O

、~

・
勤
務
体
制

二
交
代
制

-

年

齢

才
未
満

四 

く
だ
さ
い
。

看
護
婦
募
集


ー
勝
浦
病
院 
1

次
の
と
お
り
、
看
護
婦 

(臨
時
)

の
募
集
を
し
ま
す
の
で
、
希
望
の
方

は
、
履
歴
書

(
市
販
の
も
の
)
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

若
干

・
募
集
期
間

平
成
六
年
二
月
七
日
間

一
一月
十
七
日
附

※
詳
し
く
は
、
勝
浦
病
院 

(電
話
二 

二
五
五
五
番
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
築、
土
木
等
工
事
の

指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査


申
請
書
受
付


勝
浦
町
が
発
注
す
る
平
成
六
年
度

建
築
、
土
木
等
工
事
の
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
受
け
付

け
ま
す
。

-
受
付
期
間

三
月
一
日 
1
一一
干

一
日

・
受
付
場
所

建
設
課

※
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
有
効

期
限
は
、
平
成
六
年
三
月
三
十

一

日
ま
で
で
す
。
新
た
に
申
請
し
て

ろ
な
言
語
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。
『
一

体
こ
こ
は
ど
こ
の
国
だ
ろ
う
』
と
立
ち

止
ま

っ
て
考
え
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど

で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
、
違
和
感
は
感

じ
な
い
、

『あ
あ
、
こ
こ
は
カ
ナ
ダ
な
ん

だ
な
あ
』
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

治
安
が
い
い
の
に
も
驚
き
ま
し
た
。

日
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

他
の
国
ほ

ど
危
険
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
土
面
積
は
日
本
の
二
十
七
倍
、

私
達
が
眺
め
た
オ
シ
タ
リ
オ
湖
に
四

国
が
ス

ッ
ポ
リ
入
っ
て
し
ま
う
カ
ナ

ダ
。
人
口
は
約
二
千
七
百
万
人
で
日

本
の
足
、
そ
し
て
建
国
わ
ず
か
百
二

十
五
年
。
高
福
祉
高
負
担
で

一
五

%

の
物
品
税
で
、
所
得
税

・
市
町
村
税

を
払

っ
た
ら
収
入
の
五

0
1

は
い
わ
ば
個
人
的
に
使
え
な
い
税
金


と
な
る
そ
う
で
す
。


私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
こ
の
地
球

に
は
今
百
八
十
の
国
が
あ
り
、
政
治

的
な
迫
害
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
移

民
・
難
民
は
日
夜
を
た
が
わ
ず
国
境

を
移
動
し
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
は
世

六

O

%

界
で
も
先
に
立
っ
て
こ
れ
ら
の
人
々

を
迎
え
入
れ
、
ま
た
海
外
に
も
救
援

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
国
で

す
。
日
本
で
も
国
際
貢
献

・ 

活
動
等
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
見

習
う
べ
き
点
が
多
く
あ
る
様
に
思
わ

れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
す
ば
ら

し
い
機
会
を
与
え
で
く
だ
さ

っ
た
桜

木
町
長
を
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
、

ま
た
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら
お
札

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
青

年
会
活
動
等
に
活
か
し
て
い
く
つ
も

り
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
後
、
国
際
社
会
は
、
今
ま
で
以

上
に
相
互
依
存
関
係
が
深
ま

っ
て
き

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
あ
な
た
自
身
の

国
際
感
覚
を
磨
き
、
国
際
的
な
視
野

で
物
事
を
見
る
こ
と
が
必
要
に
な

っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

あ
な
た
も
、ρ
民
間
外
交
官
μ

に
な
っ

て
世
界
に
飛
び
出
し
、
自
分
の
目
で
外

国
を
見
で
き
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

自
分
の
再
発
見
、
日
本
と
い
う
国
へ

の
客
観
的
な
考
察
な
ど
、
再
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平成 5年度徳島県青年婦人

カナダ訪問団に参加して

勝浦町大字三渓

勝
浦
町
で
は
、
毎
年

一
人
、
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
、
見
聞
を
広
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
徳
島
県
青
年

婦
人
海
外
派
遣
団
に
同
行
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
七
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

年
度
は
私
が
九
月
二
十

一
日
か
ら
三

十
日
ま
で
の
十
日
間
、
派
遣
団
の

一
A
7

員
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
て
ま

今
ま
で
飛
行
機
に
も
乗

っ
た
三
と

が
な
か

っ
た
私
に
と

っ
て
、
海
外
旅

行
は
生
ま
れ
て
初
め
て
の
大
冒
険
で

あ
り
、
何
も
か
も
全
て
が 
ρ

初
体
験
μ

で
し
た
。
勝
浦
町
青
年
会
の
仲
間
に

J
A
C
五
八
二
便
で

O
便
に

徳
島
空
港
を
飛
び
立

っ
た
の
が
午
後

一
時
十
五
分
、
午
後
五
時
五
分
大
阪

空
港
で
国
際
線
の

U
A
八

一

乗
り
換
え
、
日
付
変
更
線
を
越
え
て

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ

。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ

ス
コ
で
ト
ロ

ン
ト
行
き
の
飛
行

機
に
乗
る
は
ず
が
オ
ー
バ
ー
ブ

ッ
キ

ン
グ
。一

時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思

い
ま
し
た
が
シ
カ
ゴ
を
経
由
し
て
無
事

ト
ロ
ン
ト
に
到
着
。
途
中
飛
行
機
の

中
か
ら
見
た
シ
カ
ゴ
の
夜
景
が
と
て

も
素
敵
で
し
た
。
最
初
の
一
日
は
、

飛
行
機
の
中
ば
か
り
に
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

カ
ナ
ダ
と
い
う
と
、
カ
ナ
デ
ィ
ア

ン
ロ
ッ
キ
ー
と
か
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
、
メ
イ
プ
ル
シ
ロ

ッ
プ
ぐ
ら
い
し

か
浮
ん
で
き
ま
ぜ
ん
で
し
た
が
、
直
接

肌
で
ふ
れ
た
カ
ナ
ダ
は
、発
見
と
驚
き

の
連
続
で
、
今
ま
で
考
え
て
い
た
の

と
は
全
然
違
う
新
た
な
印
象
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
モ
ザ
イ
ク
国
家
と
い
わ
れ

て
い
る
様
に
、
多
民
族
が
そ
れ
ぞ
れ

の
言
語
、
文
化
を
残
し
た
ま
ま
共
存

し
て
い
る
様
は
、
街
の
中
を
一
望
し

た
だ
け
で
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
ス
ト

リ
ー
ト
に
並
ぶ
ス
ト
ア
ー
の
看
板
だ

け
で
も
英
語
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い

い
り
ま
し
た
。

見
送
ら
れ
て
、 

中瀬弘晴

図
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w叩
ま
せ
ん
か

労
者
体
育
館
に
お
い
て
公
開
し
ま
す
o

ひ
な
人
形
大
集
合
グ


ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

2
月
お
日 
1
3
月
6
日

勝
浦
の
春
を
呼
ぶ

『ビ

ッ
グ
ひ
な

祭
り
』
も
第
六
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
も
百
段
の
ひ
な
壇
に
約
三
千

体
の
ひ
な
人
形
を
飾
り
二
月
二
十
八

日
か
ら
三
月
六
日
ま
で
、
横
瀬
・
勤

ひ
な
人
形
・
手
作
り
人
形
飾
り

子
供
さ
ん
が
大
き
く
な
り
飾
ら
れ

O O O O

な
く
な
っ
て
眠

っ
た
ま
ま
の
人
形
や

ひ
な
行
列
・
稚
児
行
列

手
作
り
ひ
な
人
形
を
飾
り
た
い
と
思

子
供
映
画
大
会

い
ま
す
の
で
、
二
月
二
十
五
日
か
ら

ビ

ッ
グ
ひ
な
市
・
植
木
市
・
パ
ザ

二
十
六
日
に
勤
労
者
体
育
館
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。	

も
ち

つ
き
大
会 

l

O

な
壇
は
飾
れ
ま
せ
ん
の
で
、
持
ち
込

初
節
句
写
真
サ
ー
ビ
ス

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ガ
ラ
ス
ケ 

ス
人
形
や
ひ

ひ
な
祭
り
の
シ
ン
ボ
ル
百
段
の
ひ

な
段
に
、
約
三
千
体
の
人
形
を
二
月

二
十
七
日
の
日
曜
日
・
午
前
九
時
か

ら
飾
り
付
け
ま
す
の
で
、
応
援
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
ど
を
計
画 

(予
定
)
し
て
お
り

ま
す
。

〈連
絡
先
〉
勝
浦
町
井
戸
端
塾
事
務
局

一一
 

l
二
五
一

一
(
役
場
内 
)

ひ
な
人
形
の
供
養
は
、
四
月
三
日

の
日
曜
日
に
星
谷
・
大
宮
八
幡
神
社

で
行
い
ま
す
。

‘'日
.会

‘'対象者

f¥ 


その他土地の形質の変更� (埋立て等))の併う事業が
費 勝名地区の男性�  4. 000円 増加し、隣接関係者とのトラ ブルも発生しています。

勝名地区以外の男性� 5. 000可 こう したトラ ブルを未然に防止するためにも、農地
女 性�  3.000円� の形状変更を実施する前には、必ず地元農業委員また
20歳以上の未婚の男女 は農業委員会事務局までご相談ください。

無断転用はありませんか

i農地等の転聞き| 

事前に相談を� | 


農地法では、優良農地を守るために農地以外の用途

に転換する、いわゆる転用について厳しい制限を設け

ており、転用する規模により、農林水産大臣、都道府

県知事の許可が必要です。 ，--、ー

(農業委員会 〉

最近は、農地の開発等行為� (土石の採取・宅地造成・

なお、許可を受けないで無断転用をした場合は、法

律違反となり、県知事から原状回復等の是正措置が命

ぜられたり、罰則の規定が適用されることもあります

のでご注意ください。

貧農地転用とは・・

①農地等を住宅敷地、工場敷地、道路、山林などの農

地以外の用途に転用することで、す。一時的に資材置

き場、飯場、砂利採取場などに転用す ることも含み

ます。

② その土地が農地であるかどうかは、現況によ って判

断されます。土地登記簿上の地目と 一致しなくても、

肥培管理がなされ耕作の用に供されていれば、転用

に許可が必要です。

・締め切り	 平成� 6年2月10日� (木曜日7
.集合場所	 現地集恰 徳島プリ ゾスホテル(県庁隣

り)に12時30分� {時間厳守)までにご集

合ください。

※勝名地区とは、勝浦郡と名西(東)郡を併せた

総称で勝浦町 ・上勝町 ・石井町・神山町 ・佐那

河内村に居住されている方をいいます。

申込方法	 勝浦町農業委員会事務局(宮2-2511)

まで会費・申込書を添えて

で~・ 〆M⑧ ・め何等Ð


めぐり愛パーティー� '94 

勝浦・上勝・石井・神山・佐那河内が合同実施

青年交歓会実行委員会では、未婚男女の出会いの場

の提供ということで、交歓会を実施します。

多彩な内容を言十画していますので、大いにご参加く

ださい。

リッチな食事と感動の出会い 〉
時 平成6年2月27日(日曜日)

回

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



ぷ[2J

戸
籍
の
窓
 

v-
大
字
三
渓

字
日
浦

大
字
三
渓

字
同
信
測

大
字
久
国

字
松
本

大
字
三
渓

{
子
定
問

堺 池
田

松
平

井
上

大
字
棚
野
字
前
田

一92&

V
V
V
f
'

鼻
齢
、a

，
レ
�
 

f 
.旬広

e'

町の機関は

土曜日が

休みになっています� 

勝浦町では、国の土曜日間

庁の趣旨を踏まえて、昨年� 4

月からすべての土曜日を閉庁

していますので、ご理解をお

願いします。(勝浦病院も含

みます)

ただしL出生、死亡、婚姻

などの戸籍の届出の受付及び

次の機関は、今までどおり業

務を行います。

小、・中学校、幼稚園(平成� 

4年� 9月から第� 2土曜日が休

み)、保育所、農村環境改善セン

タ一、農村婦人の家、住民福

祉センタ一、図書館等。� 

不用犬の
夜間救急当番表�  

¥ー

買い上げ日

犬の放し飼いは

やめましょう。

(敬称略)

大
字
沼
江
字
花
紫
盤
山
本
イ
チ
ノ
(
肝
歳
)

大
字
沼
江
字
黒
岩
横
尾
仁
市
(
百
歳
)

大
字
三
浦

字

中

村

坂

口

順

一
ヱ
侃
歳
)

大
字
三
渓
字
樫
淵
音
野
美
登
(
必
歳
)

大
字
沼
江
字
西
岡
県
木
花
子
(
訂
歳
)

大
字
三
渓
字
栗
城
相
原
佳
代
子
(
叫
歳
)

大
字
沼
江
字
平
間
藤
木
マ
ツ
ヱ
(
但
歳
)

大

字

生

名

字

野

口

林

ハ

ツ

(

釘

歳

)

大
字
三
渓
字
下
川
原
高
田
敏
雄
(
前
歳
)

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

匿相藤竹平
ロ
月
日
日

1
1
月
日
固
ま
で

原木田岡

和
一
さ
ん
(
棚
野
)

貞
美
さ
ん
(
棚
野
)

仲
男
さ
ん
(
星
谷
)

重
一
さ
ん
(
中
山
)

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に

善
意
が
ょ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
勝
浦
会
館
二
月
行
事

一
�
 

3
日
村

4
日
働

陶
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

着
付
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

陶
芸
教
室

手
芸
教
室

習
字
教
室

生
花
教
室

日
例

着
付
教
室

踊
り
教
室

μ
日
同

陶
芸
教
室

手
芸
教
室
�
 

n 口
以
同
門
�
 

i
可

寓

明
幸

子
隆

文

由

美

子

�

 

2月� 2日

2月� 4日

2月⑥日

勝浦病院�  

山 西医院�  

勝浦病院�  

2 -2.5 5 5 

2-3027 

2-2555 

2月� 8日

2月10日

2月12日

湯 浅 医 院 �  

勝浦病院�  

赤岩 医院�  

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2月14日

2月16日

2月18日

2月⑫日

2月22日

2月24日

2月26日

2月28日

勝浦病院�  

上勝診療所�  

勝浦 病院�  

山 西医院�  

勝浦病院�  

湯 浅 医 院 �  

日響 浦病院�  

赤岩 医院�  

2 -255 5 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

②⑨ 

と相談

、
、ー心配
F寺

刊
れ


，、川渇O

2月9日(水)� 
-日時 2 月� 4 日(剣

2 月� 10日同

2月23日同 2 月� 18日(創

2 月� 25日倒

-時間 午前10時~午後 3時

-内容 人権・行政・厚生・福祉� 

-場所 住民福祉センター� 2階

/c-
A

石西角

小

松

島

市

平

f

v-
ヘ
大
字
中
角
字
玉
の
木
乾

/
大
字
中
角
字
玉
の
木
西

ヘ
大
字
中
角
字
西
山
中
�
 

8
日
伏

9
日
休

日
日
附

凶
日
附

日
日
制

口
日
附

口
日
嗣

四
日
働

幻
日
間
�
 

お
誕
生
お
め
で
と
う

知

由
/

二

男

千
明
¥

圭

芳
生
/
長
女

直
子
¥

万
由
子 五口

お
日
附
�
 

r
E
 

修
/
三
女

寿
江
¥

千

同
月
�
 

正
夫
/
四
男

八
美
¥

秀

文

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

平
岡
ム
メ
ノ
(
何
歳
)

何
日
日
附

一 …

し
ま
す
。
(
手
芸
教
室
、
陶
芸
教
室

一

一

は
午
後
7
時
初
分
か
ら
、
習
字
教
室

一
�
 

…

は
午
後
7
時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
�
 …
�
 

…

い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
講
座
と
も
午
後

8
時
か
ら
開
講
�
 ……

ご
結
婚
お
め
で
と
う

平日 午後 6時から翌朝 9時まで

休日 午後 7時から翌朝 9時まで

園

す

わ
ま

合

り

い
お

問
て

お

付

軽 いい一
刈
い

Iν

0
 

8
X
H

も

わ

さ

で

¥

だ

日

で

く

平

の

せ
官
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